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＜狩野三枝プロフィール＞
名古屋工業大学 社会開発工学科（建築専攻）
卒業後、13年間（有）大久手計画工房にてユー
ザー参加の建築設計及び市民参加型まちづくり
の現場で活動し、現在、コレクティブハウジン
グコーディネーターとしてCHCで活動。青山学
院女子短期大学非常勤講師。

＜NPO法人コレクティブハウジング社＞
2000年に設立以来、東京に4か所、群馬に1か所の「コ
レクティブハウス」（賃貸住宅）をコーディネートし、
空き家を活用した地域とつながる暮らし「タウンコレ
クティブ」を4地域で展開中。住まい手のコミュニティ
運営と事業主の事業運営を支援している。
http://www.chc.or.jp

参加申込：件名を「0722公開講座」とし、本文に「氏名」「電話番号」をご記入の上、Eメールを以下まで
お送りください。bizlab-office@swu.ac.jp ※学生、教職員はUP SHOWAからも申し込めます。

お問合せ：昭和女子大学現代ビジネス研究所 03-3411-5233

現在、多くの人が隣人とのつながりを持たずに孤立して暮らし、漠然とした不安の中を生きてい
ます。コレクティブハウジングは、一人あるいは家族だけでがんばるのではなく、他人と共に住み、
個人としてもコミュニティとしても、「豊かな時が流れる」暮らしを実現する仕組みを持った住ま
い方です。
本講座では、まず、コレクティブハウジングの実際の暮らしをイメージできるよう、その価値を

住まい手に語ってもらいます。その上で、「地域とのつながり」「空き家活用」「シェアリングエ
コノミー」などを切り口に、現代の社会課題に照らし合わせてコレクティブハウスやタウンコレク
ティブ（空き家活用でコレクティブな暮らしを町なかに展開する試み）の可能性や課題についてお
話しします。
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